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はじめに
２０１２年に厚生労働省から出された「看護教育の内
容と方法に関する検討会報告書１）」において，看護
師教育の技術項目と卒業時の到達度が示された。静
脈血採血の卒業時の到達度については，「学内演習
でモデル人形または学生間で静脈血採血が実施でき
る」となっている。静脈血採血は身体侵襲を伴う技
術であり，学生への倫理的配慮や授業時間数の関係
から，学内演習においても学生間で実施する機会は
減少している。静脈血採血が「学生間でできる」こ
とを到達目標としていた看護系大学は３１．４％であっ
た２）という報告がある。しかし，この技術は，看護
師養成課程を卒業すると現場ですぐに実践を求めら
れる技術の一つであり，本学では，卒業時の到達度
を高めるために，学生間での採血を経験させている。
採血演習時に学生は緊張と興奮および不安が強くな
り，血圧・心拍数が増加する３）との報告もあり，学
生間での採血の演習時には，学生の不安や恐怖から
くる緊張を和らげながら，冷静に行動できるように，
演習内容や展開方法を工夫する必要がある。
本学での静脈血採血の演習の内容と展開方法は，
まず，学生同士で採血モデルを用いて演習を行なう。
つづいて，学生及び教員で学生間採血時における採
血部位や刺入方法について入念に打ち合わせを行な
う。その後，実際に刺入することはないが，採血針
のキャップをはずし学生間で採血の模倣演習（以下，
仮想採血という）を行なう。その後，学生間で直接
に静脈血採血の演習（以下，学生間採血という）を
行う。筆者ら４）は，この段階的な採血演習の学習効
果について，教員が行った採血技術チェックの結果
を技術内容項目別に分析した。その結果，仮想採血
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Student Learning through Vacuum Blood Collection Technique Exercises
－Experiencing the Role of the Patient and the Role of the Nurse－
Izumi DANBARA, Takako MIKI, Ayuko NII and Mire SUGINO
ABSTRACT
This study intended to inductively classify the content of reports related to“learning through the
collection of venous blood（experiencing the role of the patient and the role of the nurse）”and clarify the kind
of learning experience virtual blood collecting（students practicing for actual blood collection between
themselves by removing the cap from the blood collection needle and mimicking penetration of the blood
vessel without actually penetrating the skin）provides to students. The subjects were 163 second-year students
of A University who consented to this study. The content of student reports written in a free-answer format
was analyzed after completion of the exercise. The data was inductively classified and coded based on the
similarity of the semantic content.“Nurse attitude and patient psychology”,“blood collecting techniques
patients demand from nurses”, and“review of nurses’ blood collecting techniques”were extracted as
categories under learning through experiencing the role of the patient, and“difficult techniques that require
nurse precision”,“the need for consideration of the patient”, and“the effect of the nurse’s attitude on patients”
were extracted as categories under learning through experiencing the role of the nurse. By incorporating
realistic virtual blood collecting as an exercise, students could experience a feeling similar to a patient as
other students performed“blood collection”on them, as well as learn from the nursing experience.
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は，臨場感を高め学生間採血前の練習として効果的
であることが解った。そこで，今回，仮想採血演習
後の学生のレポートを分析し，学生自身の学びの実
感を明らかにすることで，今後の採血演習方法を効
果的に展開するための示唆を得たい。
目 的
教員の指導・監視のもとで行っている仮想採血の
演習後に提出された「静脈血採血を実施しての学び
（患者役割を経験して，看護師役割を経験して）」
に関するレポートの記述内容を帰納的に分類し，仮
想採血が学生にとってどのような学びの体験になっ
ているのかを明らかにする。
方 法
１．対象
A大学２年次生平成２３年度９６名，平成２４年度９４
名の内，学生間採血演習を希望し，採血演習同意書
に署名の上，仮想採血を実施した平成２３年度９４名，
平成２４年度６９名の計１６３名の学生である。
２．研究期間
１）平成２３年６月～平成２４年７月
３．用語の定義
仮想採血：実際に刺入することはないが，採血針
のキャップをはずし学生間で実際に採
血を行う予定の血管の上で模倣練習す
ること
４．仮想採血演習の方法
静脈血採血に関する講義終了後に，採血演習を行
う。採血演習の事前学習の課題は，「静脈血採血の
方法（真空採血管による採血法）について」とし，
その目的及び根拠，看護師の行動，注意事項，採血
部位等について記載することとしている。事前学習
は，静脈血採血演習開始前に提出する。
学生は２人１組となり採血演習行うが，組み合わ
せについては学生の希望を取り入れ，お互いに患者
役割と看護師役割を交替で経験する。採血演習の間，
組み合わせは原則として変更しない。平成２３年度，
平成２４年度共に４７～４８名の２クラスに分け，１８０分
の演習時間を２回ずつとり，それぞれ看護師経験の
ある４人の教員が採血演習の指導に当たる。教員の
担当学生は原則として１回目・２回目の演習とも同
じ学生とする。１回目の演習は装着式静脈血採血モ
デルを使用し，真空採血管での採血演習を行う。そ
の後，教員は学生と１対１で実際に刺入する血管を
探し，仮想採血を行う。この時，皮膚や血管の穿刺
点の確認とともに，ホルダーを固定し採血針に真空
採血管を押しこみ，その感覚を実感させる。２回目
の演習は，教員と１対１で実際に学生間採血演習を
行う。１回目と２回目の演習の間は１週間空ける。
５．研究方法
仮想採血演習終了後に提出された自由記述のレ
ポートの内容を分析対象とした。レポートの記述を
繰り返し読み，「仮想採血における患者体験・看護
師体験」に関して，意味のある文章を取り出しデー
タとする。データを意味内容の類似性にもとづいて
帰納的に分類しコード化する。コードを意味内容の
類似性にもとづいて分類しサブカテゴリーとする。
サブカテゴリーを同様にカテゴリー化する。コード
からカテゴリーに帰納的に分類する過程においては，
研究者４名で検討し，合意が得られたものを採択す
る。
６．倫理的配慮
研究の趣旨，研究への協力は自由であること，個
人が特定されたり，成績に不利益を被ることはない
こと，今回の研究以外には使用しないことを口頭で
説明した。説明は授業最終日に単位認定以外の研究
者が行った。
結 果
学生の仮想採血演習後に提出された静脈血採血を
実施しての学びに関するレポートの患者役割を経験
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しての記述内容から，２４５のデータを抽出し，５２の
コード，１１のサブカテゴリー，３つのカテゴリーを
抽出した。看護師役割を経験しての記述内容から２９５
データを抽出し，６８のコード，１４のサブカテゴ
リー，３のカテゴリーを抽出した。以下にカテゴリー
は【 】，サブカテゴリーは《》，コードは〈〉で囲
んで示す。
１．患者役割を経験して（表１参照）
初めての採血演習で患者役割をして，採血される
立場になった経験からの学びを表すカテゴリーは，
【看護師の態度と患者の心理】【患者が看護師に求
める採血技術】【看護師の採血技術を見直す】であっ
た。
１）【看護師の態度と患者の心理】
看護師役割の学生の言動が患者役割の学生の心理
に影響することを表すカテゴリーで，１００のデータ
から抽出された２２のコード，４つのサブカテゴリー
から構成された。〈針がささるのではないかと怖かっ
た〉，〈技術を習得していない人にされるのは怖い〉
等のコードから《看護師の行動に恐怖を感じる》の
サブカテゴリーを抽出した。〈実際に採血されるわ
けでないが不安，恐怖を感じる〉，〈看護師の不安や
戸惑い，あせりが患者に直接影響する〉等のコード
から《看護師の不安が患者にも影響》のサブカテゴ
リーを抽出した。〈看護師役が自信を持っていたよ
うなので安心した〉，〈声かけがあれば少し気が楽，
雰囲気作りが大切〉等のコードから《看護師の態度
で緊張を感じる》のサブカテゴリーを抽出した。〈実
際に採血されてはいないが，痛みを感じた気がした〉，
〈緊張した〉等のコードから《患者の心理を実感》
のサブカテゴリーを抽出した。以上のサブカテゴ
リーから【看護師の態度と患者の心理】のカテゴリー
を抽出した。
２）【患者が看護師に求める採血技術】
患者役割の学生が看護師役割の学生に求める採血
技術を表すカテゴリーで，７５のデータから抽出され
た１３のコード，３つのサブカテゴリーから構成され
た。〈声かけをしてくれたので安心できた〉，〈笑顔
で声かけをしてくれると安心できる〉等のコードか
ら《声かけが患者の安心につながる》のサブカテゴ
リーを抽出した。〈不安な気持ちを出さないように
する〉，〈手順どおりにできているので不安が取り除
かれた〉等のコードから《患者が看護師に望む行動
や態度》のサブカテゴリーを抽出した。〈短時間で
して欲しい〉，〈素早く痛くないようにやって欲し
い〉等のコードから《患者が看護師に要望する採血
技術》のサブカテゴリーを抽出した。以上のサブカ
テゴリーから【患者が看護師に求める採血技術】の
カテゴリーを抽出した。
３）【看護師の採血技術を見直す】
患者役割の体験から採血技術をみなおしているカ
テゴリーで，５１のデータから抽出された１７のコー
ド，４つのサブカテゴリーから構成された。〈駆血
帯は強く縛った方が良い〉，〈駆血帯を長く行うと腕
がしびれた〉等のコードから《駆血帯の取り扱いが
気になる》のサブカテゴリーを抽出した。〈固定を
きちんとしてほしい〉，〈固定がしっかりできてい
た〉等のコードから《ホルダーの固定が気になる》
のサブカテゴリーを抽出した。〈刺入角度が良かっ
た〉，〈静脈の走行がわかりやすいので安心だと思
う〉等のコードから《血管と針の関係が気になる》
のサブカテゴリーを抽出した。〈針を刺す前に手を
握って貰う〉，〈神経損傷をしないようにすることが
大切〉等のコードから《神経と針との関係が気にな
る》のサブカテゴリーを抽出した。以上のサブカテ
ゴリーから【看護師の採血技術を見直す】のカテゴ
リーを抽出した。
２．看護師役割を経験して（表２参照）
初めての採血演習で看護師役割をして，採血する
立場になった経験からの学びを表すカテゴリーは，
【看護師が神経を使う難しい技術】，【患者への配慮
の必要性】，【看護師の態度が患者に与える影響】で
あった。
１）【看護師が神経を使う難しい技術】
看護師役割の学生にとって，採血技術は神経を使
う難しい技術であることを表すカテゴリーで１７２の
データから抽出された３６のコード，６つのサブカテ
ゴリーから形成された。〈固定した針がぶれないよ
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表１ 患者役割を経験して （ ）内：データ数
カテゴリー サブカテゴリー コード
１ 看護師の態度と
患者の心理（１００）
看護師の行動に
恐怖を感じる
針が刺さるのではないかと怖かった（１４）
技術を習得していない人にされるのは怖い（６）
刺入角度が定まっていなくて怖かった（４）
怖くて見ることができなかった（３）
深く刺されるのではないかと怖かった（３）
患者の目の前で針を動かすと怖い（２）
必要物品が遠く、患者の腕に針が刺さった状態で看護師が手を伸ばした時は怖かった
同意を得て患者の心の準備ができた状態で採血しないと怖い
看護師のあわてている態度で怖さが増す
看護師の不安が患者に
も影響
実際に採血されるわけではないが不安、恐怖を感じる（１２）
看護師の不安や戸惑い、あせりが患者に直接影響する（１１）
患者が緊張や不安がないような雰囲気作りが大切（３）
看護師の不安な気持ちだと患者にもうつる
看護師の態度で
緊張を感じる
看護師役が自信を持っていたようで安心できた（９）
声かけがあれば少し気が楽、雰囲気作りが大切（９）
ねぎらいの言葉で安心できた。患者を気遣う大切さがわかった（６）
看護師は、患者の不安に比べれば少ないと思った
患者役より看護師役が緊張した
患者の心理を実感 実際に採血されてはいないが、痛みを感じた気がした（６）
緊張した（４）
患者の気持ちが理解できてよかった
緊張しすぎて手を強く握りすぎ腕が真っ赤になっていた
２ 患者が看護師に求める
る採血技術（７５）
声かけが患者の安心に
つながる
（行動を変えるたびに）声かけをしてくれたので安心できた（３６）
笑顔で声かけをしてくれると安心できる（７）
相手の目を見て行って（採血）良かった。リラックスできる
患者が看護師に望む
行動や態度
不安な気持ちを出さないようにする（８）
手順通りにできているので不安が取り除かれた（７）
自信を持って援助すると患者も安心できる（３）
説明を丁寧にしてくれると不安が和らいだ（３）
素早く行ってくれたので恐怖や不安はなかった（２）
看護師の自信を持った態度は患者にとって大切
患者が看護師に要望
する採血技術
短時間でしてほしい（３）
素早く痛くないようにやってほしい（２）
アルコール消毒をやさしくしてほしい
アルコール消毒後再度採血部位を触った
３ 看護師の採血技術を
見直す（５１）
駆血帯の取り扱いが
気になる
駆血帯は強く縛った方が良い（９）
駆血帯を長く行うと腕がしびれた（４）
駆血帯を長くしていると圧迫が強く、２分以内に行う意味がわかった（４）
駆血帯を素早く外してほしい（３）
駆血帯の圧迫時間が少なくてよかった（３）
駆血帯が緩すぎて血管が浮き出てこなくて心配した（２）
駆血帯でも挟まれる（皮膚）と思い怖かった（２）
駆血帯で皮膚をは挟まれ痛かった（２）
駆血帯をスムーズに外せた（２）
駆血帯をつける時や外す時に声かけが必要
ホルダーの固定が
気になる
固定をきちんとしてほしい（８）
固定がしっかりできていた（５）
血管と針との関係が
気になる
刺入角度が良かった（２）
静脈の走行がわかりやすいので安心だと思う
神経と針との関係が
気になる
針を刺す前に手を握ってもらう
神経損傷をしないようにすることが大切
痛み，しびれの声かけをわすれない
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表２ 看護師役割を経験して （ ）内：データ数
カテゴリー サブカテゴリー コード
１ 看護師が神経を使う
難しい技術（１７２）
刺入した針を固定する
ことが大事
固定した針がぶれないようにすることが大切（２８）
固定するのが難しい（２４）
針を刺す時、皮膚を伸展させている指を５㎝以上離す方が良いと感じた（１０）
手が震えて上手くできなかった（８）
針がぶれないか心配した（３）
針が動きまくった（２）
確実な採血技術を身に
つける
患者が不安にならないように練習したい（２１）
針を刺すことに必死になりすぎて、患者に痛みやしびれがないか確認することを忘れてしまった（６）
２分以内で行う必要性がわかった（６）
非利き手での安定した操作ができるよう気をつけようと思った（３）
患者の照合や指示書の確認を忘れずに行う（２）
どのようにしたら固定できるかを良く考える
血管を傷付けないようにするため
自信を持つために練習する
立ち位置、血管が真っすぐになるようにする
駆血帯の取り扱いが
難しい
駆血帯を外す時が難しかった（１６）
駆血帯を１回で巻けるようにする（３）
駆血帯をつけるのが難しかった（２）
駆血帯で負担がかからないようにする（２）
駆血帯をスムーズに行えば患者の負担が少ないと思った（２）
駆血帯を忘れそうになる（２）
手袋をして駆血帯をした方が患者への苦痛が減る
駆血帯を巻くときに手を握ってもらうのを忘れた
緊張しすぎて駆血帯をとり忘れてしまった
駆血帯をつける強さが難しかった
静脈に刺入する角度が
つかめない
静脈の走行に合わせて立つことが必要である（６）
刺入する角度の感覚がつかめなかった（２）
穿刺の角度をつけない固定の仕方を実施する（２）
針を刺す角度、刺入する程度に神経を使う
針を人に向けるのが怖かった
消毒部位の清潔の保持 消毒したところを触れてしまった（６）
消毒したところを触れないようにする
採血後アルコール綿でしっかり圧迫止血し患者の体調を観察する
採血部位の決定に神経
を使う
血管を探すのが難しい（２）
静脈の位置、深さを考えて行うので神経を使った
神経を使う大変な技術
２ 患者への配慮の
必要性（７３）
不安軽減のための声か
けの大切さ
患者の不安を軽減できるよう声かけを行う（７）
一回一回声をかけながら、不安を与えないようにする（５）
「チクッとします」の声かけを忘れた（４）
手技に必死で声かけが不十分だった（２）
声かけの大切さ（２）
激痛・しびれの確認 激しい痛み、しびれの有無を聴き忘れないようにする（１６）
しびれや激痛の有無を聴き忘れた（１２）
説明と同意の重要性 緊張と恐怖が伴うため説明と同意の重要性がわかった（６）
説明や声かけをきちんとする（６）
患者の心理を配慮する 患者の観察が重要になる（４）
恐怖感を軽減できるように配慮したい（３）
患者も緊張や不安があることを忘れずに実施したい（３）
安心感を与えられるようなケアをしたい
患者の立場になり採血することの大切さがわかった
ねぎらいの声かけの
大切さ
最後にねぎらいの言葉をかけることを忘れない
最後にねぎらいの言葉をかけることを忘れた
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うにすることが大切〉，〈固定するのが難しい〉等の
コードから《刺入した針を固定することが大事》の
サブカテゴリーを抽出した。〈患者が不安にならな
いように練習したい〉，〈針を刺すことに必死になり
すぎて，患者に痛みやしびれがないか確認すること
を忘れてしまった〉等のコードから《確実な採血技
術を身につける》のサブカテゴリーを抽出した。〈駆
血帯を外す時が難しかった〉，〈駆血帯を１回で巻け
るようにする〉等のコードから《駆血帯の取り扱い
が難しい》のサブカテゴリーを抽出した。〈静脈の
走行に合わせて立つことが必要である〉，〈刺入する
角度の感覚がつかめなかった〉等のコードから《静
脈に刺入する角度がつかめない》のサブカテゴリー
を抽出した。〈消毒したところを触れてしまった〉，
〈消毒したところを触れないようにする〉等のコー
ドから《消毒部位の清潔の保持》のサブカテゴリー
を抽出した。〈血管を探すのが難しい〉，〈静脈の位
置，深さを考えて行うので神経を使った〉等のコー
ドから《採血部位の決定に神経を使う》のサブカテ
ゴリーを抽出した。以上のサブカテゴリーから【看
護師が神経を使う難しい技術】のカテゴリーを抽出
した。
２）【患者への配慮の必要性】
看護師役割の学生は患者役割の学生に配慮する必
要性があることを表すカテゴリーで７３のデータから
抽出された１６のコード，５つのサブカテゴリーから
構成された。〈患者の不安を軽減できるよう声かけ
を行う〉，〈一回一回声をかけながら，不安を与えな
いようにする〉等のコードから《不安軽減のための
声かけの大切さ》のサブカテゴリーを抽出した。〈激
しい痛み，しびれの有無を聴き忘れないようにする〉，
〈しびれや激痛の有無を聴き忘れた〉のコードから
《激痛・しびれの確認》のサブカテゴリーを抽出し
た。〈緊張と恐怖が伴うため説明と同意の重要性が
解った〉，〈説明や声かけをきちんとする〉等のコー
ドから《説明と同意の重要性》のサブカテゴリーを
抽出した。〈患者の観察が重要になる〉，〈恐怖感を
軽減できるように配慮したい〉等のコードから《患
者の心理を配慮する》のサブカテゴリーを抽出した。
〈最後にねぎらいの言葉をかけることを忘れない〉，
〈最後にねぎらいの言葉をかけることを忘れた〉等
のコードから《ねぎらいの声かけの大切さ》のサブ
カテゴリーを抽出した。以上のサブカテゴリーから
【患者への配慮の必要性】のカテゴリーを抽出した。
３）【看護師の態度が患者に与える影響】
看護師役割の学生の態度が患者役割の学生に影響
を与えることを表すカデリーで５１のデータから抽出
された１６のコード，３つのサブカテゴリーから構成
された。〈緊張したが，緊張が患者に伝わらないよ
うにしないと患者も緊張してしまう〉，〈怖いと思っ
たら，患者も怖いし不安な気持ちにさせてしまう〉
等のコードから《自分の緊張が患者を不安にする》
のサブカテゴリーを抽出した。〈おどおどせず自信
をもって採血できるようにする〉，〈命を扱う仕事の
カテゴリー サブカテゴリー コード
３ 看護師の態度が患者に
与える影響（５１）
自分の緊張が患者を
不安にする
緊張したが、緊張が患者に伝わらないようにしないと患者も緊張してしまう（１１）
「怖い」と思ったら、患者も怖いし不安な気持ちにさせてしまう。刺す自信がなかった（８）
不安であったが、患者の方が不安だと思い素早く行動した（２）
針を刺すのが怖いと思って迷っていると患者を不安にさせてしまう
自信と責任ある態度 おどおどせず自信を持って採血できるようにする（５）
命を扱う仕事の大切さと責任を感じた（３）
どういう時にどんな不安があるか考えてテキパキ行う（３）
自分ならできると思った（２）
自分自身がパニックにならないようにする
自分に余裕を持ちたい
自信を持った態度が必要
患者の気持ちを考える
余裕がない
手順の事ばかり考え、患者の気持ちを考える余裕がなかった（５）
針をさすことに集中してしまい、声かけができなかった。患者に不安を感じさせたかもしれない（４）
緊張し（手順等）忘れそうになる（２）
真空採血管を差し込むのを忘れそのまま針を抜こうとしてしまった
患者に対する気遣いがおろそかになった
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大切さと責任を感じた〉等のコードから《自信と責
任ある態度》のサブカテゴリーを抽出した。〈手順
のことばかり考え，患者の気持ちを考える余裕がな
かった〉，〈針を刺すことに集中してしまい，声かけ
ができなかった〉等のコードから《患者の気持ちを
考える余裕がない》のサブカテゴリーを抽出した。
以上のサブカテゴリーから【看護師の態度が患者に
与える影響】のカテゴリーを抽出した。
考 察
１．患者体験
最もデータが多かったカテゴリーは【看護師の態
度と患者の心理】であり，サブカテゴリーでは《看
護師の行動に恐怖を感じる》，《看護師の不安が患者
にも影響》，《看護師の態度で緊張を感じる》等で，
仮想採血ではあっても，本当に〈針が刺さるのでは
ないかと怖かった〉や〈看護師の不安や戸惑い，あ
せりが患者に直接影響する〉，〈実際に採血されるわ
けではないが不安，恐怖を感じる〉と患者役になっ
た時の気持ちを記述している。学生同士が実際に採
血している時も〈不安や緊張感を再認識することが
できた〉〈看護師の緊張は相手にも伝わるので，落
ち着いてすることが大切だと思った〉５）と，仮想採
血と類似した記述がある。学生は実際に採血した時
も仮想採血の時も，患者体験を通して，看護師とし
ての態度や患者の思いを明確にしている。特に仮想
採血の場合，針先が血管に入っていないため，針先
そのものが患者に見えそれが行動を変えるたびに微
妙に動くことで，不安や恐怖が実際の採血を行うよ
り，強くなる可能性があるのではないかと考える。
【患者が看護師に求める採血技術】のカテゴリー
では，《声かけが患者の安心感につながる》のサブ
カテゴリーのデータが多く，中でも〈（行動を変え
るたびに）声かけをしてくれたので安心できた〉と
の記述から，声をかけると言うことの必要性と重要
性が理解できている。実際に採血を実施した場合も
〈説明がしっかりあり安心できた〉〈動作をする前
に丁寧に説明することの重要さを改めて感じた〉６）
との記述から，看護援助を実施するときは必ず行っ
ていることであるが，「採血」という身体侵襲を伴
う技術であるため，患者の立場から声かけの必要性
を改めて感じたと言える。
【看護師の採血技術を見直す】のカテゴリーでは
《駆血帯の取り扱いが気になる》のデータが多く，
看護師役割も経験している学生であるため〈駆血帯
を強く縛った方が良い〉と感じていたり〈駆血帯を
長くしていると圧迫が強く，２分以内に行う意味が
分かった〉との記述もあり，患者の立場になってみ
て，改めて看護師の行う技術には根拠が必要である
と感じていると言える。また，《ホルダーの固定が
気になる》では〈固定をきちんとしてほしい〉との
希望もあったが〈固定がしっかりできていた〉との
記述もあり，患者としてはホルダーが固定されるこ
とで安心感があったことが伺える。
学生同士で採血を行い患者役割を体験しての学び
は，「看護師の緊張感が患者に伝わる」，「患者の不
安や緊張感を理解できた」，「患者に不安を与えない
ように声をかけることが必要」，「採血に伴う苦痛を
理解できた」，「説明と同意を得ることの大切さ」５）
等が先行研究で記述されている。仮想採血のサブカ
テゴリーと類似していることより，実際に学生同士
で採血を行っているような状況で学習できているの
ではないかと思われる。
２．看護師体験
仮想採血においても，【看護師が神経を使う難し
い技術】のカテゴリーのデータは，【患者への配慮
の必要性】の２倍以上【看護師の態度が患者に与え
る影響】の３倍以上あることから，看護師役割の学
生は自分自身の採血の技術に関して関心が向いてい
ることが分かる。その中でも，《刺入した針を固定
することが大事》のサブカテゴリーが多いのは，仮
想採血の特徴とも言える。つまり，実際には血管に
針は刺入していないが，それを実際に採血する血管
上の皮膚の１～２㎜上のところで行っているため，
ホルダーをしっかり固定していても緊張のあまり針
先がぶれる。その状況の中で，採血管をホルダーの
中に刺し込まなければならない。この時も皮膚の上
で空中で行っているためにどうしても針先が動いて
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しまう。この体験が学生の印象に残り，記述してい
るのではないかと考えられる。しかしこの学びは，
実際の学生間の真空管採血の時には大変役立つ。刺
入した針を固定することは，ホルダーの中に採血管
を刺したり外したりするときにも重要で，これがで
きないと，血管の中で針が動いて採血ができない事
にもなる。また〈針を刺す時，皮膚を伸展させてい
る指を５㎝以上離す方が良いと感じた〉という記述
は，採血モデルでの採血演習では皮膚を伸展させる
ことの必要性をあまり感じなかったともいえる。
《確実な採血技術を身につける》のサブカテゴリー
では，〈患者が不安にならないように練習したい〉
と採血を受ける患者に目が向いている。また，〈針
を刺すことに必死になりすぎて，患者に痛みやしび
れがないか確認することを忘れてしまった〉と看護
師自身の事だけではなく，患者に確認することの大
切さを気づいている学生もいる。《駆血帯の取り扱
いが難しい》では，〈駆血帯を外す時が難しかった〉
と記述している。これは針を血管の中に刺入してい
る状態で，非利き手で外さなければならず，利き手
の固定もしながらのため難しいと感じたと考えられ
る。
【患者への配慮の必要性】のカテゴリーでは，《不
安軽減のための声かけの大切さ》《激痛・しびれの
確認》の記述が多い。これは身体侵襲を伴うため安
全に採血を行う必要があるためと考えられる。《説
明と同意の重要性》では，〈緊張と恐怖が伴うため
説明と同意の重要性が分かった〉と記述しており，
身体侵襲を伴うからこそ患者の事を考え，きちんと
説明し同意を得て採血することの重要性を感じてお
り〈説明や声かけをきちんとする〉ことが必要であ
ると学習できている。《患者の心理を配慮する》に
は，〈患者も緊張や不安があることを忘れずに実施
したい〉や〈患者の立場になり採血することの大切
さがわかった〉と患者への対応に配慮できている。
しかし，患者への〈ねぎらいの声かけの大切さ〉は
少なかったことから，学生はねぎらいの声かけは
行っていたのではないかと考えられる。
学生同士で採血を行っている場合も「患者の苦痛
や不安の軽減が大切」５）「患者への配慮の必要性」６）
「患者に苦痛・不安を与える態度・言動・技術への
気づき」７）をカテゴリーとして抽出されていること
より，仮想採血でも患者に対する看護師としての配
慮ができているといえる。
【看護師の態度が患者に与える影響】のカテゴリー
では，《自分の緊張が患者を不安にする》に気づき，
《自信と責任ある態度》が必要であると考えており
〈（看護師も）緊張したが，緊張が患者に伝わらな
いようにしないと患者も緊張してしまう〉や〈怖い
と思ったら患者も怖いし不安な気持ちにさせてしま
う〉と記述している。これは，仮想採血であっても
患者の立場になって患者の気持ちを考えられている
といえる。仮想採血の練習を繰り返し行うことで，
看護師の技術に対する関心から，患者に対する関心
に心が動くのではないかと考えられる。
結 論
仮想採血の演習後に提出された「静脈血採血を実
施しての学び（患者役割を経験して・看護師役割を
経験して）」に関するレポートの記述内容を帰納的
に分類した結果，学生の学びは以下のとおりであっ
た。
１）患者役割を経験しての学びとして，【看護師の
態度と患者の心理】，【患者が看護師に求める採血技
術】，【看護師の採血技術を見直す】のカテゴリーを
抽出した。
２）看護師役割を経験しての学びとして，【看護師
が神経を使う難しい技術】，【患者への配慮の必要性】，
【看護師の態度が患者に与える影響】のカテゴリー
を抽出した。
３）臨場感のある仮想採血を演習に取り入れること
で，学生同士で実際に行う「採血」と類似した患者
体験，看護師体験の学びができていた。
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抄 録
「静脈血採血を実施しての学び（患者役割を経験して，看護師役割を経験して）」に関するレ
ポートの記述内容を帰納的に分類し，仮想採血（実際に刺入はしないが，採血針のキャップをはず
し学生間で実際に採血を行う予定の血管の上で模倣練習すること）が学生にとってどのような学び
の体験になっているのかを明らかにする。対象は A大学２年次生，研究に同意を得た１６３名の学生。
演習終了後の自由記載のレポート内容を分析した。データを意味内容の類似性にもとづいて帰納的
に分類しコード化した。患者役割を経験しての学びは，【看護師の態度と患者の心理】，【患者が看
護師に求める採血技術】，【看護師の採血技術を見直す】のカテゴリーを抽出し，看護師役割を経験
しての学びは，【看護師が神経を使う難しい技術】，【患者への配慮の必要性】，【看護師の態度が患
者に与える影響】のカテゴリーを抽出した。臨場感のある仮想採血を演習に取り入れることで，学
生同士で実際に行う「採血」と類似した患者体験，看護師体験の学びができていた。
キーワード：採血，静脈採血，看護師役，学生役
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